
楽しかったよ。ちびっ子フェスティバル（ 9月17日）
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31日（火）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

05日（木）

受付13:15
～14:0019日（木）

26日（木）

ふれあい
センター

10月

13日（金） 13:00～15:00
ふれあい

センター

17日（火） 13:00～15:00
（伊）老人福祉

センター

※多重債務関係の相談は弁護士相
談で受け付けます

行政相談

11日（水） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

弁護士相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

11日（水） 10:00～15:00 美山中央公民館

社会保険相談

20日（金） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

1日（日）

08日（日）

09日（祝）

15日（日）

22日（日）

29日（日）

岡本医院 山県市佐賀

なりみやクリニック 山県市高富

鳥澤医院 山県市大森

後藤医院 岐阜市三輪

松井医院 岐阜市石原

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷

0581―22―3687

0581―22―1213

0581―36―2311

058―229―1031

058―229―5655

058―229―3131

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあい

センター、「（伊）老人福祉センター」は伊

自良老人福祉センター、「構造改善センタ

ー」は美山構造改善センター、「（美）中央

公民館」は美山中央公民館

実　施　日 実　　施　　場　　所 受 付 時 間

10月01日（日） 四国山香りの森公園
09:30～12:00
13:00～16:00

10月24日（火）
市社会福祉協議会 09:30～11:00
（株）オンダ製作所 12:00～13:00
山県市役所 14:30～16:00

献　血

11月5日までの予定
休　日　診　療： 3日（祝）永田医院　岐阜市福富天神前　　（058）229-2101

5日（日）石田内科　岐阜市福富出口　　　（058）229-5530
3・4か月児健診： 1日（水）受付13:00～13:15 ふれあいセンター
乳 が ん 検 診： 2日（木）受付13:00～14:00 ふれあいセンター

06日（金）

20日（金）

受付13:00
～14:00

ふれあい
センター

（伊）老人福祉
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

19日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　　22―6839）

26日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　　22―6837）

03日（火）
受付13:00
～14:00

梅原公民館

乳がん検診（集団検診）

23日（月） ふれあい
センター

10日（火）
受付13:15
～14:00

桜尾公民館

子宮頚がん検診（集団検診）

24日（火） （伊）老人福祉
センター

BCG

予防接種

04日（水）受付13:30～13:45
（伊）老人福祉

センター

18日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

25日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

04日（水）受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

04日（水）受付13:00～13:15
（伊）老人福祉

センター

11日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

04日（水）受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

10・11か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

05日（木）受付10:30～13:00
ふれあい

センター

幼児食教室
（予約必要：健康課　　22―6839）

02日（月） 構造改善
センター

17日（火）

受付10:00
～11:00 （伊）老人福祉

センター

乳幼児相談

ポリオ
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八
月
二
十
七
日
、
大
桑
小
学
校
を
主

会
場
に
、
山
県
市
総
合
防
災
訓
練
を
実

施
。
大
桑
地
域
の
自
治
会
を
は
じ
め
消

防
団
、
福
祉
施
設
関
係
者
な
ど
約
八
○

○
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
東
海
地
震
を
想
定
し
、
避

難
誘
導
訓
練
や
応
急
給
水
訓
練
、
自
主

防
災
会
に
よ
る
倒
壊
家
屋
及
び
土
砂
災

害
か
ら
の
救
出
訓
練
な
ど
、
計
十
七
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

毎
月
二
十
八
日
は
「
岐
阜
県
防
災
点
検

の
日
」
で
す
。

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
八
日
発
生

し
た
濃
尾
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
、

日
本
に
お
け
る
内
陸
型
地
震
と
し
て
は

最
大
級
の
地
震
）
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
た
濃
尾
大
震
災
（
美
濃
で
死
者
四
千

九
百
九
十
人
、
日
本
震
災
史
上
に
お
い

て
関
東
大
震
災
に
次
ぐ
被
害
で
あ
っ

た
。）
に
ち
な
み
、
毎
月
二
十
八
日
を

「
岐
阜
県
防
災
点
検
の
日
」
と
し
て
い

ま
す
。

個
人
、
家
庭
、
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
防
災
点
検
十
カ
条
を
作
成
し
、

こ
れ
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

意
識
を
高
め
、
突
然
の
災
害
に
備
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
来
る
地
震
、
そ
の

と
き
に
備
え
て
、
防
災
点
検
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

岐
阜
県
総
合
防
災
ポ
ー
タ
ル
よ
り

1. 消火器の操作方法

2. 応急手当の処置方法

3. 緊急避難カードの作成

4. 非常持ち出し品の点検

5. 災害情報の入手方法

6. 緊急時の連絡先の確認

7. 災害が発生した時の行動の確認

8. 家具等の落下・転倒防止の点検

9. 避難場所の確認

10. 避難路の確認

1. 地域の自主防災体制の確認

2. 地域住民の把握

3. お年寄り・障害者等の災害弱者

の避難対策

4. 地域住民への道路系統の確認

5. 防災資機材の点検

6. 警察・消防への連絡系統の確認

7. 消防水利・施設の点検

8. 物資等の搬送場所の確認

9. 危険箇所の確認

10. 避難場所・避難路の確認

1. 家族の役割の確認

2. 非常持ち出し品の点検

3. 火災防止対策の確認

4. 家具等の落下・転倒防止の点検

5. 災害情報の入手方法

6. 家族間の連絡方法・集合場所の

確認

7. お年寄り等の避難対策

8. 家の外回りの点検

9. 避難場所までの危険箇所の確認

10. 避難場所・避難路の確認

災 害 に 備 え る 防 災 点 検 1 0 カ 条 の 例

個　人 家　庭 地　域
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倒壊家屋の撤去訓練
わたしたちは、災害が起きてからの活動にな

ります。1次災害で、そして極力小さな災害で
食い止めるためにも皆さんからの情報が必要で
す。
積雪災害には、除雪車を出します。よく、竹

や庭木など道路にはみ出ていることがあります。
除雪車が通るとき引っかかりの原因になります。
そして、除雪に時間がかかる原因にもなります。
暗黙の了解で切らせていただけるようご理解、
ご協力お願いします。

岐阜土木工業会　山県小隊長　高井佳夫さん

水道復旧
災害があったときは仲間との団結。
周りの状況をいち早く確認し、水の確保に努

めたいです。
飲料水として使えないことも予測できます。

3日間分の水を備えられるといいと思います。

山県市水道組合　組合長　林　武夫さん

応急手当と搬送
訓練とはいえ、あまりのリアルさにぞっとし

ました。ケガをした人を目の前にしても、どう
止血していいのか、何をしてあげればいいのか
がわかりませんでした。
ただ、ケガをされた人の不安を取り除くため

に、声をかけるといいことがわかりました。
誰かと一緒であれば救助できるかもしれませ

んが、1人では冷静に対応できないです。もっ
と身近なところで練習が必要だと思いました。

桐山健藏さん（雉洞自治会）



ガス管復旧訓練
皆さんにお願いします。危険を感じたら「ガ

スを止めてください」
プロパンガスは、復旧にあまり時間がかかり

ません。皆さんの安全に努めます。

岐阜県保安指導員　柴田仁志さん

バケツリレー
バケツリレーに参加しました。
たくさんの人の手が必要でした。
日ごろ、消防関係者の人に守っていただいて

いるありがたさがわかりました。感謝していま
す。
自分たちにできることや自治会での訓練も必

要だと思いました。

女性防火クラブ第5分会長　加藤千恵美さん

救助訓練
救助訓練の動きは、とてもよかったです。応

急処置や止血方法が理解できているとスムーズ
にできます。講習会などに参加されるといいと
思います。
わたしたちは、災害の状況の中で命に関する

ことを正確に診断できることが必要だと思って
います。

山県市医師会

救助活動
倒壊家屋の中にいた負傷者の救助にあたりま

した。ジャッキを使って木材に挟まれた人を助
けましたが、建物の重さに驚きました。
今回は、訓練とあって落ち着いてできました

が、これが本当に起きた災害であったら、気が
動転し何をしていいかもわからなくなると思い
ました。日ごろから体験できる訓練が必要だと
実感しました。

間野源師さん（市洞自治会）

5 広報やまがた 2006.10
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わ
た
し
た
ち
は
、
当
た
り
前
の
よ
う

に
、
便
利
な
く
ら
し
に
慣
れ
親
し
み
生

活
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
突
然
、
道
路
が
遮
断
さ
れ
水

道
が
破
裂
し
て
使
え
な
い
。
電
気
も
使

え
ず
、
携
帯
電
話
も
パ
ン
ク
状
態
で
つ

な
が
ら
な
い
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
な

っ
て
も
、
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

普
段
か
ら
の
「
備
え
」
は
、
と
て
も

大
切
で
す
。
目
安
と
し
て
は
、
三
日
間

分
の
備
え
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
家
族
構
成
に

よ
っ
て
中
身
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
一

人
ず
つ
何
が
い
る
の
か
を
確
認
す
る
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

避
難
す
る
と
き
、
必
要
な
物
を
持
ち

出
せ
る
よ
う
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
（
両
手

が
使
い
や
す
い
）
な
ど
に
ま
と
め
、
非

常
持
ち
出
し
袋
と
し
て
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
袋
は
、
目
に
つ
き
や

す
い
と
こ
ろ
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
袋
の
中
身
の
使
用
期
限
な
ど

を
確
認
し
、
入
れ
替
え
る
よ
う
時
々
点

検
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

防
災
を
他
人
に
任
せ
て
い
て
は
、
災

害
か
ら
身
を
守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
震
発
生
時
は
、
道
路
の
遮
断
や
多
く

の
場
所
で
の
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
す
ぐ
に

救
出
し
て
も
ら
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

な
る
べ
く
、
日
ご
ろ
か
ら
身
の
回
り

の
こ
と
に
気
を
配
り
、
と
っ
さ
の
時
、

自
分
の
身
を
守
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

あ
な
た
は
、
消
火
器
や
避
難
器
具
を

使
え
ま
す
か
、
避
難
場
所
ま
で
安
全
な

ル
ー
ト
を
通
っ
て
行
け
ま
す
か
？

「
知
っ
て
い
る
」「
わ
か
っ
て
い
る
」

と
思
っ
て
い
て
も
、「
で
き
る
こ
と
」
と

同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
と
な
く
知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、

安
全
の
保
証
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
実
際

に
行
動
に
移
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

命
を
守
る
た
め
の
行
動
を
取
る
の
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
訓
練
や
初
期

消
火
、
救
急
講
習
に
参
加
し
て
、
防
災

行
動
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
す
。

災
害
時
に
自
分
の
身
を
守
る

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
日
常
生
活
の
中
で
の
備
え

・
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る

・
家
具
の
転
倒
防
止
な
ど
、
家
の
中

の
安
全
を
確
保
す
る

・
家
族
で
防
災
に
つ
い
て
話
し
合
う

②
災
害
時
の
確
認

・
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
落
ち
着
い
て
火
の
始
末
を
す
る

・
安
全
に
避
難
す
る

③
被
災
し
た
後

・
正
し
い
情
報
の
入
手

・
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
消
火
・

救
出
・
応
急
救
護
を
す
る

非常持ち出し品リスト�

□飲料水・乾パン・クラッカー・缶詰（缶切り）など�

□下着類・着替え用衣類・防寒用衣類、タオル�

□靴、ヘルメット（防空ずきんなど）�

□軍手、雨具（傘、レインコート）�
�
□懐中電灯、携帯ラジオ、乾電池、笛、使い捨てカ
イロ、マッチ、ライター、ビニール袋（カッパの
代わりにもなる）�

□ティッシュペーパー、ウエットティッシュ�
�
□筆記用具（油性ペンもあるとよい）�ばんそうこう、
包帯、ガーゼ、常備薬�

□生理用品、ミルク、紙おむつ、ほ乳瓶など�

□貴重品、現金（10円玉の小銭は多めに）�

□身分を証明するものの写し�

家族構成により必要なものは違います。�
話し合って必要な物を用意しましょう。�
袋は、両手が使えるようリュックサックがいいです。�
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災
害
時
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
ケ

ガ
を
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
で
も
身
の
ま
わ
り
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
故
や
病
気
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

あ
な
た
の
目
の
前
で
突
然
、
交
通
事

故
や
急
病
な
ど
、
何
ら
か
の
原
因
で
人

が
倒
れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
も
し
自
分
の

家
族
や
大
切
な
人
だ
っ
た
ら
…

あ
な
た
は
そ
の
人
を
守
れ
ま
す
か
？

救
急
車
が
来
て
く
れ
る
ま
で
に
、
通

常
の
場
合
平
均
で
六
分
か
か
り
ま
す
。

災
害
の
時
は
、
道
路
の
状
況
に
よ
り
さ

ら
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
知
識
や
技
術
と
し

て
、
救
急
法
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

軽
い
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
は
み
ん
な
が

お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
応
急
手
当
を

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
意
識
の
な
い
人
を
見
つ
け
た

ら
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
後
、
心
肺
蘇
生

法
を
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

人
は
心
停
止
後
、
数
十
秒
で
意
識
が

消
失
し
、
そ
の
後
呼
吸
が
停
止
し
ま
す
。

そ
し
て
、
約
3
分
以
内
に
血
流
が
再

開
し
、
酸
素
が
供
給
さ
れ
な
い
と
、
脳

で
不
可
逆
的
な
変
化
が
お
き
ま
す
。

い
か
に
早
く
有
効
な
呼
吸
・
循
環
を

再
開
す
る
か
が
、
心
肺
蘇
生
法
の
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

今
は
、
多
く
の
人
が
出
入
す
る
場
所

に
は
、
一
般
の
方
で
も
簡
単
な
操
作
で

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
よ

う
に
設
計
さ
れ
た
、A
E
D（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
総
合
体
育
館
、
山
県
高

校
、
山
県
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
、デ
イ
サ
ー

ビ
ス
ほ
ほ
え
み
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
す
ら

ぎ
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
、
伊
自
良

青
少
年
の
家
、
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
、や
ま
が
た
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
美
山
コ
ー

ス
な
ど
の
施
設
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

救
命
手
当
は
、
救
急
の
現
場
に
居
合

わ
せ
た
あ
な
た
の
落
ち
着
い
た
行
動
か

ら
始
ま
る
の
で
す
。

①� ②� ③�

30秒�1秒� 2 3 5 10 15 30 1時間�
【時間経過】�

100

75

50

25

0

【
死
亡
率
】�

（％）�

①心臓停止後約 3 分で50％死亡�
②呼吸停止後約10分で50％死亡�
③多量出血後約30分で50％死亡�

カーラーの救命曲線�

心
臓
停
止
�

呼
吸
停
止
�

多
量
出
血
�

止血の方法�
・出血部位を新しい
ガーゼや布で強く
押さえる。�

※必ず止血帯を巻いた時間
を控えましょう。�

・それでも止血が困難な時（手
足に限って）は止血帯を巻く。�

�・傷口より心臓に近い部位をタ
オルやスカーフなどでゆるく
結び、棒などを結び目に差し
込んで回転させ、
血が止まるまで棒
を静かに回す。�
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予 算 科 �目�

市　　　　税�

地方交付�税�

国・県支出金�

市　　　　債�

そ　の　�他�

予 算 現 額 �

027億�3,015万円�

0000000038億円�

011億�1,149万円�

023億�8,380万円�

035億�1,505万円�

調 定 �額�
収入済額�

28億�1,104万円�
11億�3,491万円�
18億�6,688万円�
18億�6,688万円�
02億�4,152万円�
00億�6,026万円�
00億�0,00 0 
00億�0,00 0 
10億�3,859万円�
09億�4,595万円�

執行�率�（％）�

103.0
041.6
049.1
049.1
021.7
005.4
000.0
000.0
029.5
026.9

計� 135億�4,049万円�
59億�5,803万円�

40億�0,800万円�

44.00

29.60

■�
市�
税�

固�
定�
資�
産�
税�、�
市�
民�
税�、�

た�
ば�
こ�
税�、�
軽�
自�
動�
車�
税�
が�

含�
ま�
れ�
て�
い�
ま�
す�。�

■�
地�
方�
交�
付�
税�

す�
べ�
て�
の�
地�
方�
自�
治�
体�
が�

一�
定�
水�
準�
の�
行�
政�
サ�

ビ�
ス�

を�
提�
供�
で�
き�
る�
よ�
う�
に�
国�
か�

ら�
交�
付�
さ�
れ�
る�
お�
金�
で�
す�。�

■�
国�
・�
県�
支�
出�
金�

特�
定�
の�
仕�
事�
を�
す�
る�
と�
き�

に�
国�
や�
県�
か�
ら�
支�
出�
さ�
れ�
る�

お�
金�
で�
す�。�

■�
市�
債�

地�
域�
情�
報�
化�
や�
道�
路�
の�
整�

備�
な�
ど�、�
一�
時�
的�
に�
大�
き�
な�

資�
金�
が�
必�
要�
と�
な�
っ�
た�
場�
合�

に�、�
国�
や�
金�
融�
機�
関�
か�
ら�
借�

り�
入�
れ�
た�
資�
金�
で�
す�。�

用�
語�
の�
解�
説�

用�
語�
の�
解�
説�

予 算 科 目 �

総　務　�費�

民　生　�費�

衛　生　�費�

農林水産業費�

土　木　�費�

教　育　�費�

公　債　�費�

そ　の　�他�

計�

予 算 現 額 �

17億�1,959万円�

29億�6,961万円�

9億�3,396万円�

9億�7,548万円�

15億�1,453万円�

23億�2,195万円�

17億�0,692万円�

13億�9,845万円�

135億�4,049万円�

執行�率�（％）�

28.5
22.2
29.7
27.3
36.5
26.1
37.4
25.6
32.2
17.9
34.0
19.7
00.8
00.8
52.3
35.2

30.3

21.6

負担行為額�
支 出 済 �額�
04億�8,957万円�
03億�8,213万円�
08億�8,063万円�
08億�1,098万円�
03億�4,129万円�
02億�4,391万円�
03億�6,531万円�
02億�5,021万円�
04億�8,764万円�
02億�7,052万円�
07億�8,848万円�
04億�5,766万円�
01億�1,428万円�
01億�1,428万円�
07億�3,182万円�
04億�9,268万円�

40億�9,902万円�

29億�2,237万円�

■�
総�
務�
費�

財�
産�
管�
理�、�
広�
報�、�
選�
挙�、�

人�
件�
費�
な�
ど�
に�
あ�
て�
ら�
れ�
る�

費�
用�
で�
す�。�

■�
民�
生�
費�

社�
会�
福�
祉�
事�
業�、�
児�
童�
福�

祉�
事�
業�
な�
ど�
に�
あ�
て�
ら�
れ�
る�

費�
用�
で�
す�。�

■�
衛�
生�
費�

保�
健�
衛�
生�
事�
業�
、�
環�
境�
衛�

生�
事�
業�
な�
ど�
に�
あ�
て�
ら�
れ�
る�

費�
用�
で�
す�。�

■�
農�
林�
水�
産�
業�
費�

土�
地�
改�
良�
施�
設�
の�
整�
備�
、�

農�
業�
・�
林�
業�
の�
振�
興�
に�
あ�
て�

ら�
れ�
る�
費�
用�
で�
す�。�

■�
土�
木�
費�

道�
路�
改�
良�
工�
事�、�
市�
道�
維�

持�
補�
修�
な�
ど�
に�
あ�
て�
ら�
れ�
る�

費�
用�
で�
す�。�

■�
教�
育�
費�

学�
校�
教�
育�、�
生�
涯�
学�
習�、�

文�
化�
財�
保�
護�
な�
ど�
に�
あ�
て�
ら�

れ�
る�
費�
用�
で�
す�。�

■�
公�
債�
費�

市�
が�
抱�
え�
る�
債�
務�

市�
債�

な�
ど�
の�
借�
金�

を�
返�
済�
す�
る�

た�
め�
の�
費�
用�
で�
す�。�

家�
や�
自�
動�
車�
の�
ロ�

ン�
返�

済�
の�
よ�
う�
な�
も�
の�
で�
す�。�

平�
成�
十�
八�
年�
七�
月�
末�
日�
現�
在�
の�
山�
県�
市�
の�
財�
政�
状�
況�
を�
公�
表�
し�
ま�
す�。�

●基金の状況� （7月末現在�）�

財 政 調 整 基 �金�

減 　 債 　 基 　 �金�

教育施設整備基�金�

魅力あるまちづくり基金�

消防施設整備基�金�

地 域 福 祉 基 �金�

国民健康保険基�金�

土 地 開 発 基 �金�

高富財産区調整基�金�

合 併 振 興 基 �金�

そ の 他 の 基 �金�

合　　計�

18億�9,076万円�
11億�9,322万円�
01億�2,198万円�
11億�8,623万円�
01億�8,464万円�
05億�4,808万円�
05億�6,761万円�
05億�0,600万円�
01億�3,292万円�
05億�2,986万円�
03億�3,424万円�
71億�9,554万円�

土地貸付金などの債権を除く�
基金は�、�一般家庭でいう預貯金です�。�

●市債の状況�

市 債 の 種 �類�

普� 通� 債�

災 害 復 旧 事 業 �債�

減 税 補 て ん 債 �等�

臨 時 財 政 対 策 �債�

合 併 特 例 �債�

地 域 再 生 事 業 �債�

簡 易 水 道 事 業 �債�

農業集落排水事業債�

下 水 道 事 業 債 �

地 域 情 報 化 事 業 �
（�合 併 特 例 債 �）�

計�

7月末現在高�

122億�6,687万円�
12億�6,449万円�
09億�8,595万円�
29億�2,180万円�
36億�1,340万円�
06億�3,290万円�
12億�7,081万円�
47億�8,184万円�
10億�0,950万円�

19億�2,560万円�

294億�7,316万円�

一　般　会　計　歳　入�

一　般　会　計　歳　出�

ー�

ー�

（
�

）
�
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特 別 会 計 �

企 業 会 計 �

特 別 会 計 �名�

国 民 健 康 保 �険�

老　人　保　�健�

介　護　保　�険�

簡 易 水 道 事 �業�

農業集落排水事�業�

公共下水道事�業�

高 富 財 産 �区�

地域情報化事�業�

予 算 現 額 �a

30億�6,190万円�

31億�1,728万円�

16億�8,530万円�

01億�2,556万円�

04億�6,902万円�

30億�5,345万円�

00億�0,220万円�

02億�2,527万円�

9億�3,071万円�
6億�1,517万円�
8億�7,512万円�
8億�7,512万円�
6億�1,467万円�
5億�7,309万円�
7,785万円�
7,544万円�

2億�2,097万円�
2億�1,029万円�
2億�4,678万円�
2億�4,678万円�

132万円�
132万円�

1億�1,064万円�
1億�0,890万円�

29.5
20.1
28.1
28.1
36.5
34.0
62.0
60.1
47.1
44.8
8.1
8.1
60.0
60.0
49.1
48.3

調 定 �額　�b
収入済額　�b b／�a

支出負担額　�c
支 出 済 �額　�c

c／�a

計� 117億�3,998万円�
30億�7,806万円�
27億�0,611万円�

26.2
23.0

41億�6,387万円�
26億�4,631万円�

35.5
22.5

7億�6,241万円�
7億�0,559万円�
7億�8,720万円�
7億�8,055万円�
3億�7,074万円�
3億�5,648万円�
1,491万円�
1,197万円�

1億�3,784万円�
1,383万円�

20億�3,380万円�
7億�2,671万円�

146万円�
73万円�

16億�5,551万円�
5,045万円�

24.9
23.0
25.3
25.0
22.0
21.2
11.9
9.5
29.4
2.9
66.6
23.8
66.4
33.2
24.6
22.4

一 般 会 �計�

国 民 健 康 保 �険�

老　人　保　�健�

介　護　保　�険�

簡 易 水 道 事 �業�

農業集落排水事業�

公共下水道事�業�

高 富 財 産 �区�

地域情報化事�業�

小　　　　　　計�

特�
　�
　�
　�
別�
　�
　�
　�
会�
　�
　�
　�
計�

140億�9,073万円�

30億�1,648万円�

29億�9,994万円�

16億�0,463万円�

4億�1,366万円�

4億�2,954万円�

10億�4,582万円�

316万円�

18億�0,825万円�

113億�2,148万円�

134億�6,014万円�

29億�1,376万円�

29億�8,478万円�

14億�2,584万円�

3億�5,643万円�

4億�2,948万円�

10億�3,680万円�

184万円�

18億�0,825万円�

109億�5,718万円�

6億�3,059万円�

1億�0,272万円�

1,516万円�

1億�7,879万円�

5,723万円�

6万円�

902万円�

132万円�

0万円�

3億�6,430万円�

100.6

97.2

95.5

91.5

111.7

98.6

87.2

137.4

98.8

95.6

96.1

93.9

95.0

81.3

96.2

98.6

86.4

79.9

98.8

92.6

254億�1,221万円�合 　 　 計 � 244億�1,732万円�98.4 9億�9,489万円�94.5

収益的部�門�

資本的部�門�

水�

道�

事�

業�

会�

計�

収入�

支出�

差引�

収入�

支出�

差引�

3億�5,650万円�
3億�3,052万円�
2,598万円�

9億�6,232万円�
13億�4,954万円�
△�3億�8,722万円�

区　　　分� 予算現額�a

8,580万円�
2,711万円�
5,869万円�
291万円�
846万円�

△�555万円�

収�入・�支出額�b

24.1
8.2

0.3
0.6

b／�a

収益的部�門�

資本的部�門�

水�

道�

事�

業�

会�

計�

収入�

支出�

差引�

収入�

支出�

差引�

2億�6,781万円�
2億�8,145万円�
△�1,364万円�
6億�2,830万円�
8億�0,239万円�

△�1億�7,409万円�

2億�7,906万円�
2億�7,349万円�

557万円�
6億�2,147万円�
7億�6,938万円�

△�1億�4,791万円�

区　　　分� 予算現�額� 決算�額�

積立金残高� 2億�5,339万円�

企業債残高�23億�8,381万円�

会　　計　　名� 歳入決算�額� 執行率� 歳出決算�額� 執行率� 差　引　額�

資本的収入額が資本的支出額に不足�
する額�1億�4,791万円については�、�当�
年度消費税および地方消費税資本的収�
支調整額�2,495万円�、�減債積立金�1,459
万円および過年度分損益勘定留保資金�
1億�837万円で補てんしました�。�

平�
成�
17
年�
度�

決�
　�
算�
　�
状�
　�
況�



10広報やまがた 2006.10

【総務部】 （単位千円）

防災行政無線整備事業 406,169
【企画部】
自主運行バス補助金 108,273
【保健福祉部】
いきいき高齢者推進券配布事業 13,446
各種福祉医療費助成事業 235,550
災害見舞金（雪害） 870
健康日本21地方計画策定事業 2,563
【市民部】
ごみ処理事業 343,323
し尿処理事業 232,082
【産業経済部】
市イベント事業負担金 26,178
畜産環境衛生事業補助金 3,487
畜産公害調査委託事業 2,360
【基盤整備部】
公共林道開設事業（日永線　繰越分含む）80,970
道路改良工事 266,195
鳥羽川サイクリングロード施設整備事業 48,944
【消防本部】
消防本部施設整備事業訓練場等整備 84,945
【教育委員会】
高富中学校整備事業 1,367,500

平成17年度一般会計の
主な主要施策

人件費�
約28.8億円�
21.4％�

扶助費�
約9.7億円�
7.2％�

公債費�
約17.9億円�
13.3％�

物件費�
約17.5億円�
13.0％�

補助費等�
約9.6億円�
7.1％�

繰出金�
約14.4億円�
10.7％�

その他�
約4.9億円�
3.6％�

災害復旧�
事業費�
約0.1億円�
0.1％�

普通建設�
事業費�

約31.7億円�
23.6％�

投資的�
経費�
23.7％�

義務的�
経費�
41.9％�

その他�
34.4％�

歳出内訳②
（性質別）

平成17年度一般会計決算の内訳表2平成17年度一般会計決算の内訳表2 平成17年度一般会計決算の内訳表1平成17年度一般会計決算の内訳表1

市税�
約28.8億円�
20.4％�

その他①�
約14.8億円�
10.5％�

その他②�
約17.0億円�
12.1％�

約4.6億円�
3.4％�

国庫�
支出金�
約7.6億円�
5.4％�

地方�
交付税�
約44.6億円�
31.6％�

市債�
約28.1億円�
20.0％�

依存�
財源�
69.1％�

自主�
財源�
30.9％�

総務費�
約17.4億円�
12.9％�

民生費�
約27.7億円�
20.5％�

衛生費�
約8.8億円�
6.6％�

農林水産業費�
約7.9億円�
5.9％�

土木費�
約12.1億円�
9.0％�

消防費�
約10.8億円�
8.0％�

教育費�
約27.4億円�
20.4％�公債費�

約17.9億円�
13.3％�

その他�

歳入内訳 歳出内訳①
（目的別）

市民1人あたりにすると…
市税 92,384円

歳出決算額 431,899円

基金残高 187,085円

市債残高 657,717円

平成18年3月31日現在人口
31,165人
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山県市バランスシート【普通会計分】

山県市行政コスト計算書【普通会計分】

地方公共団体の会計事務は「現金主義」になっており、減価償却費などは発生していません。また、これまで
に蓄積してきた資産の構成や将来負担しなければならない負債などの「ストック情報」はわかりにくいものにな
っています。
このため、市ではバランスシート（貸借対照表）を平成15年度分より作成しております。作成方法は民間手

法の考え方とは大きく異なっているものの、他市等との比較がしやすいということで「総務省方式」により作成
しました。また、人的サービスや給付サービスなどの資産形成につながらない情報資料として、行政コスト計算
書等も作成しました。

人にかかるコスト 27億9,843万円
（うち人件費 27億1,042万円）

物にかかるコスト 50億7,961万円
（うち物件費 18億8,737万円）
（うち減価償却費 30億5,546万円）

移転支出的なコスト 30億8,177万円
（うち扶助費 9億6,892万円）
（うち補助費等 9億6,614万円）
（うち繰出金 10億7,726万円）

その他のコスト 3億8,505万円
（うち公債費 3億6,477万円）

ａ 合　　計 113億4,486万円

山県市バランスシート等の公表�山県市バランスシート等の公表�

1．有形固定資産 580億6,567万円
（うち土地 135億2,005万円）

2．投 資 等 49億3,201万円
（うち投資・出資金 5億5,837万円）
（うち基金 32億5,288万円）

3．流 動 資 産 39億4,248万円
（うち現金・預金 37億1,422万円）
（うち未収金 2億2,826万円）

資産合計 669億4,016万円

4．負　　　　債 256億4,795万円
（うち地方債 210億9,427万円）
（うち退職給与引当金 32億2,459万円）
（うち流動負債 13億2,909万円）

5．正 味 資 産 412億9,221万円
（うち国庫支出金 65億8,326万円）
（うち県支出金 44億2,362万円）
（うち一般財源 302億8,533万円）

負債・正味資産合計 669億4,016万円

（平成18年3月31日　現在）

（自　平成17年4月1日　　至　平成18年3月31日）

※債務負担行為に関する情報
物件の購入等　13億6,881円、債務保証・損失補償　16億1,758万円、利子補給等　5億2,696万円

使用料・手数料等 6億5,694万円
国庫（県）支出金 10億4,669万円
一　般　財　源 82億6,246万円

ｂ 合　　計 99億6,609万円

Ｃ
正味資産国庫（県）

5億8,347万円
支出金償還額

期首一般財源等 310億8,063万円

一般財源等増減額
△ 7億9,530万円

（b－a＋c）

期末一般財源等 302億8,533万円

【行政コスト】 【収入項目】

【一般財源等増減状況】

紙面の都合により、限られた情報しか
掲載することができませんでした。平成
17年度決算状況の詳細については、財政
課（ 22-6825）まで問い合わせいただ
くか、気軽にお立ち寄りください。
また、詳細は山県市のホームページに

掲載する予定です。（10月中旬ごろ）

【総務省方式とは】
平成12年 3月に

総務省（旧自治省）
が発表した方式で、
昭和44年以降の地
方財政状況調査表を
基礎資料として作成
したものです。

決算審査意見書
（審査の結果）

平成17年度、各会計歳入歳出決算
書、同事項別明細書、実質収支に関す
る調書及び財産に関する調書は、いず
れも関係法令に準拠して作成され、決
算計数は関係諸帳簿等と符合してお
り、適正であることを認めました。

おことわり
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8月22日、青少年育成市民会議主催の「中学
生と市長と語る会」が開かれました。昨年まで
の「子ども議会」を名称変更。
この日は、市内3中学校から生徒会役員16人

と市教委関係者が参加し、「住みよい山県市に
するために、中学生としてできること」をテー
マに、各校の代表者が学校や地域での取り組み
を発表しました。
また、事前に生徒から寄せられた、福祉や資

源回収、図書館利用などの質問に、市長や助
役、教育長が答えました。生徒らは、「山県市
が大好き。このまちに住み続けるためにも自分
にできることを見つけ、夢へとつなげていきた
い」と語っていました。

夢を語りました　
中学生と語る会

第4回山県市グラウンドゴルフ大会（市教育
委員会主催）が、9月2日伊自良総合運動公園
で行われました。試合には6人1チームで36チ
ームの216人が参加し、A、Bの2ブロックに分
かれ、交流を深めながらプレーしました。

Aブロック 1位　雉洞（大桑）
2位　椎倉西組B（桜尾）
3位　市洞（大桑）

Bブロック 1位　笹賀栄寿会B（いわ桜）
2位　阿原（高木）
3位　市場（大桑）

ホールインワンはあったかな　
第4回山県市グラウンドゴルフ大会

8月29日、保健福祉ふれあいセンターで女子
栄養大学から三木とみ子教授を招いて「口の中
から健康がみえる」の演題で歯科保健講演会が
行われました。
市内小中学校養護教諭、保育士、市医師会会

員ら約40人が参加。
三木さんは、「歯にブラシが当たっていない

状態で磨いています。まずは、歯1本にブラシ
を当て1時間練習してください。ブラシが歯に
あたる感覚、毛先を働かせた磨き方がわかりま
す。1本が磨けた、2本目と挑戦する。達成感を
持たせながら挑戦させることが、子どもの健康
づくりに大切なことです」と話されました。

歯を1本磨くことから始めましょう
歯科保健講演会
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9月3日、大垣市赤坂スポーツ公園で、第22
回岐阜県身体障害者ゲートボール大会が行われ
ました。市からは高富チームが出場。
選手の皆さんは、練習の成果を発揮し見事3

位を獲得。第18回東海3県1指定都市身体障害
者ゲートボール大会（10月7日開催）に出場さ
れます。優勝を目指してがんばってください。
出場選手 主将　鷲見勝美（高木）

鎌倉建治（高木） 武山廣司（大桑）
中村　和（東深瀬） 佐藤　稔（佐
賀） 村瀬四郎（高木） 村瀬れい
（東深瀬）

目標は優勝　
障害者ゲートボール大会

8月23日、美山中央公民館で市内各小中学校
教職員を対象に、山県市学校人権教育教職員研
修会が行われました。
講師の「子ども教育ひろば」所長、園田女子

大学の野口克海教授は、「学校における人権教
育の現状と課題」と題して講演されました。
教職を離れ、大阪府教育委員会でも活躍され

た野口教授、「『信頼』とは心と心がつながった
時に生まれます。どの子も仲良く、笑顔で過ご
せる楽しい学級のために、みんなで考え話し合
い、行動することが人権教育です」と話されま
した。

「信頼」とは　
山県市学校人権教育教職員研修会

9月10日、石畑自治会においてグラウンドゴ
ルフ大会が行われました。
この日は、70歳以上の高齢者39人と子ども

会15人のメンバーが、混合チームを作り声を掛
け合いながら楽しく交流を図りました。
参加された高齢者の中には、日々地域の見守

り隊として活躍される人もあり、この交流会を
とおして、さらに地域の子どもたちを守ってい
く気持ちを強くされました。

みんな　なかよし
石畑自治会世代交流
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☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
☆

予
防
接
種
を
受
け
る
以
外
に
も
、

日
常
生
活
の
中
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
と
休
養
を
十
分
に
と
る
。

②
人
ご
み
を
避
け
る
。

③
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ
。

臓
・
呼
吸
器
の
病
気
や
免
疫
力
の

低
下
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
が
極

度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
が

あ
る
人

●
接
種
回
数

一
回

●
負
担
金

千
五
百
円
（
接
種
を
受

け
る
医
療
機
関
で
直
接
お
支
払
く
だ

さ
い
）

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世
帯

の
方
は
、
負
担
金
は
免
除
と
な
り
ま

す
。
接
種
を
希
望
の
人
に
は
、
接
種

券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物

健
康
保
険
証
ま
た
は
老
人
医
療
受

給
者
証
・
健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な

け
れ
ば
結
構
で
す
）

※
予
防
接
種
予
診
票
は
、
指
定
医
療

機
関
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
通
院

困
難
な
人
で
、
指
定
医
療
機
関
以
外

の
医
療
機
関
で
訪
問
診
療
を
受
け
、

そ
の
際
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
に

つ
い
て
は
、
健
康
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風
邪

と
違
い
、
四
十
度
近
い
高
熱
が
出
る

な
ど
全
身
に
様
々
な
症
状
が
現
れ
ま

す
。重

症
化
す
る
と
、
体
力
の
な
い
高

齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
命
に
か
か
わ

り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

下
記
の
指
定
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ

ま
す
。

●
実
施
時
期

十
月
十
六
日
　
〜

平
成
十
九
年
一
月
三
十
一
日
　

各
医
療
機
関
に
よ
っ
て
診
療
時
間

が
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認

し
て
か
ら
連
絡
の
う
え
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
山
県
市
に
住
民
票
の
あ
る
人
で
、

接
種
当
日
に
六
十
五
歳
以
上
の
人

②
山
県
市
に
住
民
票
の
あ
る
六
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
で
、
心

④
帰
宅
後
に
う
が
い
、
手
洗
い
を
行

う
。

⑤
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　

22
―

6
8
3
9

 問い合わせ先　健康課　　22－6839

高
齢
者
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

指　　　定　　　医　　　療　　　機　　　関

医　療　機　関　名 所　　在　　地 電 話 番 号

あらいクリニック 山県市高富 23- 1188

石田内科 岐阜市福富出口 （058）229- 5530

臼井内科 山県市富永 52- 2030

宇野クリニック 山県市伊佐美 27- 2100

遠渡内科 山県市東深瀬 27- 2888

大前医院 岐阜市太郎丸新屋敷 （058）229- 3131

岡本医院 山県市佐賀 22- 3687

加藤医院 岐阜市加野 （058）243- 1114

後藤医院 岐阜市三輪 （058）229- 1031

鳥澤医院 山県市大森 36- 2311

永田医院 岐阜市福富天神前 （058）229- 2101

なりみやクリニック 山県市高富 22- 1213

早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐 52- 1212

ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富 22- 0288

不破クリニック 岐阜市太郎丸 （058）229- 6081

松井医院 岐阜市石原 （058）229- 5655

（月）

（水）
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人
は
年
を
取
る
と
と
も
に
か
ら
だ

を
動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま

す
。そ

の
ま
ま
か
ら
だ
を
動
か
さ
な
い

と
さ
ら
に
筋
肉
や
骨
は
衰
え
、
ま
す

ま
す
活
動
し
づ
ら
く
な
り
、
心
臓
や

肺
の
機
能
も
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

足
腰
を
鍛
え
る
と
い
う
こ
と

は
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
暮
ら
す

た
め
の
第
一
歩

六
十
五
歳
以
上
の
人
で
介
護
が
必

要
と
な
る
原
因
の
う
ち
、
高
齢
に
よ

る
衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
、
関
節
疾
患

な
ど
運
動
機
能
の
低
下
に
関
係
す
る

も
の
が
全
体
の
三
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
に

は
、
足
腰
を
鍛
え
る
こ
と
も
大
切
な

こ
と
の
一
つ
で
す
。

筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

『
毎
日
歩
い
て
い
る
か
ら
大
丈
夫

ね
』
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
歩
く
こ
と
は
心
臓
や
肺
の
機
能

の
向
上
に
は
効
果
的
で
す
が
、
使
う

☆
か
か
と
上
げ
運
動

①
い
す
か
ら
少
し
離
れ
、
足
を
肩
幅

に
開
い
て
立
ち
ま
す
。

②
背
伸
び
を
す
る
よ
う
に
一
・
二
・

三
・
四
と
数
え
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
両
方
の
か
か
と
を
上
げ
ま
す
。

③
五
・
六
・
七
・
八
と
数
え
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
か
か
と
を
下
ろ
し
ま
す
。

こ
れ
を
十
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
に
運
動
す
る
時
の
注
意
点

・
呼
吸
は
止
め
ず
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
リ
ズ
ム
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
筋
肉
痛
は
運
動
す
る
こ
と
で
お

き
ま
す
が
、
関
節
に
痛
み
を
感
じ

た
ら
運
動
は
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課
（
山
県
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）22

―

6
8
3
8

筋
力
は
全
体
の
二
十
〜
三
十
％
。
筋

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
筋
肉

に
一
定
の
負
荷
を
か
け
る
運
動
が
必

要
な
の
で
す
。

早
速
今
日
か
ら
運
動
を
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
♪

☆
足
の
後
ろ
上
げ
運
動

①
い
す
か
ら
少
し
離
れ
て
立
ち
、
い

す
の
背
も
た
れ
な
ど
に
つ
か
ま
り
、

上
体
を
前
に
や
や
傾
け
ま
す
。

②
ひ
ざ
を
曲
げ
ず
ゆ
っ
く
り
後
ろ
に

足
を
上
げ
ま
す
。

③
足
を
上
げ
た
ま
ま
一
秒
止
め
、
ゆ

っ
く
り
元
に
戻
し
ま
す
。

④
左
右
そ
れ
ぞ
れ
十
回
ず
つ
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
運
動

①
い
す
か
ら
少
し
離
れ
、
足
を
肩
幅

に
開
い
て
立
ち
ま
す
。

②
い
す
の
背
も
た
れ
な
ど
に
つ
か
ま

り
、
一
・
二
・
三
・
四
と
数
え
な

が
ら
高
い
い
す
に
腰
掛
け
る
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
膝
を
曲
げ
て
腰
を

お
と
し
ま
す
。

③
五
・
六
・
七
・
八
と
数
え
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
膝
を
伸
ば
し
元
の
位
置

に
戻
り
ま
す
。

④
こ
れ
を
十
回
繰
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

＊
膝
の
曲
げ
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

膝
を
痛
め
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

か
ら
だ
を
意
識
し
て
動
か
し
て
い
ま
す
か
？

足
腰
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
！
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劇団カッパ座によるミュージカル「オズの魔法使い」、

かわいい動物たちがたくさんでてきて大人から子どもまで

感動の渦にまきこみます。

文化の里　花咲きホール
0581ー36ー2323
0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課

高富・美山中央公民館

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間

実　施　日

発売中
11月25日　
開場　18：00
開演　18：30

花咲き“華の共演”
～異色女流達の宴～和太鼓「紅」＆

講談師「神田陽子」＆大神楽師　
「柳貴家小雪」華麗な舞台

内　　　　　容 料　 金

大　　　人 1,500円
高校生以下 1,000円
（全指定席）

チケット

日　時 11月5日（日） 開場 13:30
開演 14:00

場　所 文化の里花咲きホール
入場料 全自由席　500円

（未就学児無料）

主　催 山県市フェスティバルバンド実行委員会

日　時 10月21日（土） 第1部 開場 10:30
開演 11:00

第2部 開場 13:30
開演 14:00

場　所 文化の里花咲きホール
入場料 全指定席　大人　1,000円　高校生以下　500円

好評発売中 （当日券500円増）

主　催 山県市教育委員会・山県市商工会

（土）
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日　　時 11月11日（土） 13:00～15:00
場　　所 古田紹欽記念館および花咲きホール
対　　象 市内小中学生と保護者
定　　員 20組程度（先着順）
参 加 費 1,000円（材料費1セット、抹茶2服）

持ち物　エプロン・軍手
締め切り 10月27日（金）
募集方法 電話にて記念館へお申し込みください。

みんなと楽しく地域文化の干し柿づくりに挑戦してみませんか？

文化の里 古田紹欽記念館　　36 - 1 0 2 3

◆紹欽茶会（自由参加）
型にとらわれず誰もが自由に楽しくご参加いただけます。
小さな子どもによるお運びもあります。多くの方のご来

館をお待ちしております。

場　所 庭園（雨天時は回廊）
呈茶代 1服400円

※当日管理室にて10：30より販売
時　間 11:00～15:00（お菓子がなくなり次第終了）

◆しゃくなげの里
花、野菜などの物産販売（無料のぜんざいもあります）

講演会

講　師 新田雅章氏　福井県立大学名誉教授
題　目 「鈴木・古田両先生が遺されたもの」

◆講演会＆ミニコンサート（要予約）
場　所 古田紹欽記念館　第2展示室

第1部 10:30～12:30 ミニコンサート＆講演会
第2部 13:30～14:20 ミニコンサートのみ

ミニコンサート

フルート 永井由比　チェロ 佐藤　翔　ピアノ 細野幸恵
曲　　目 愛の挨拶・白鳥・夢の後に・カルメンファンタジー他

定　　員 各60人（先着順）
参 加 費 1,000円（呈茶券付）

申込み〆切り日　10月27日（金）
申込み方法 電話にて記念館へお申し込みください。

古田紹欽が生涯師と仰いだ仏
教哲学者（文学博士）鈴木大拙。
大拙の生い立ちや禅を世界に

広めた偉業を紹介しています。

入 館 料 無料
展示期間 11月26日（日）まで
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市
の
保
育
料
は
、
合
併
協
議
事
項
の

調
整
方
針
に
よ
り
、
平
成
十
五
年
四
月

か
ら
、
旧
美
山
町
の
基
準
で
徴
収
し
、

同
一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
の
児
童
が
保

育
園
を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
第
二
子

は
半
額
、
第
三
子
以
降
は
十
分
の
一
の

保
育
料
と
す
る
軽
減
措
置
を
含
め
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
平
成
十
六
年

度
か
ら
は
、
公
立
保
育
園
に
対
す
る

国
・
県
の
運
営
費
負
担
金
（
補
助
金
）

が
廃
止
さ
れ
、
財
政
状
況
も
よ
り
一
層

厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に

か
け
て
、
健
全
で
よ
り
円
滑
な
保
育
園

運
営
を
目
指
し
、
山
県
市
児
童
福
祉
審

議
会
に
お
い
て
、「
山
県
市
保
育
サ
ー

ビ
ス
と
保
育
園
保
育
料
の
適
正
な
在
り

方
」
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
や
保
育
環
境
の
充
実
を
進
め

る
と
と
も
に
、
保
育
料
の
適
正
化
も
図

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら

保
育
料
の
改
定
を
行
い
、
国
の
徴
収
基

準
額
の
五
十
％
を
目
途
に
改
定
し
、
三

年
毎
に
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
同
一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
の
児
童
が

入
園
し
て
い
る
場
合
、
第
二
子
は
従
来

ど
お
り
半
額
、
第
三
子
以
降
は
無
料
と

な
り
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
と
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
を
推
進
す
る
た
め
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

22
―

6
8
3
7

階層区分

第1階層

第2階層

第3階層

第4階層

第5階層

第6階層

第7階層

市民税非課税世帯

市民税課税世帯

6 4 , 0 0 0 円未満

6 4 , 0 0 0 円以上
1 6 0 , 0 0 円未満

1 6 0 , 0 0 0 円以上
4 0 8 , 0 0 0 円未満

4 0 8 , 0 0 0 円以上

0

1,300

7,000

13,500

20,000

22,000

25,000

0

3,000

8,200

13,500

20,700

29,000

38,500

0

1,000

5,000

11,000

16,000

17,000

18,000

0

4,500

9,700

15,000

22,200

30,500

40,000

各月初日の入所児童の属する世帯の階層区分 徴　収　金　基　準　額 （月額）

3歳未満児の場合

現　行 改　定 現　行 改　定

3歳以上児の場合
定　　　　　　義

生活保護法による被保護世帯（単給世帯を含む。）

第1階層及び第4～7階層
を除き、前年度分の市民税
の額の区分が次の区分に該
当する世帯

第1階層を除き、前年分の
所得税課税世帯であって、
その所得税の額の区分が次
の区分に該当する世帯

平成19年度　山県市保育園保育料　徴収基準額改定表 （単位：円）

誤
り
と
訂
正

広
報
や
ま
が
た
９
月
号
の
ま
ち
の

わ
だ
い
の
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

富
永
の
恩
田
安
代
さ
ん
（
誤
）

←

出
戸
の
恩
田
安
代
さ
ん
（
正
）
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来
年
度
保
育
園
に
入
園
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、『
保
育
園
入
園
申
込
書
』
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
添
付
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
年

度
の
途
中
に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
人
も

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

『
保
育
園
入
園
申
込
書
』
は
、
社
会

福
祉
課
お
よ
び
各
保
育
園
に
あ
り
ま

す
。

▼
申
込
期
限

十
月
三
十
一
日
　

▼
申
込
先

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
園

▼
対
象
年
齢

生
後
十
か
月
〜
五
歳
児

▼
入
園
基
準

1．

家
庭
外
労
働

児
童
の
親
が
家
庭
の
外
で
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

2．

家
庭
内
労
働

児
童
の
親
が
家
庭
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
す
る

こ
と
が
普
通
で
あ
る
た
め
、
そ
の
児

童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

3．

母
親
の
出
産
、
病
気
な
ど

児
童
の
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は

出
産
後
間
が
な
い
場
合
。
病
気
・
負

傷
・
心
身
に
障
害
が
あ
っ
た
り
す
る

た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い
場
合

4．

病
人
の
介
護
な
ど

児
童
の
家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病

人
や
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
あ
る

た
め
、
親
が
い
つ
も
そ
の
介
護
等
に

あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
児
童
の
保
育

が
で
き
な
い
場
合

5．

家
庭
の
災
害

火
災
や
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
災

害
に
よ
り
、
住
居
を
失
っ
た
り
、
破

損
し
た
た
め
、
そ
の
復
旧
の
間
、
そ

の
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
場
合

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

入
園
希
望
の
各
保
育
園

県負担　  �
4,483千円�
0.65％�

雑入  　　�
9,594千円�
1.40％�

 保護者負担  �
（保育料）�
 113,282千円�

16.53％�

国負担 �
73千円�
0.01％�

山県市負担  �
558,055千円�

81.41％�

その他　　　�
（交付税等）  �
120,000千円�

17.51％�

平
成
19
年
度
市
立
保
育
園

入
園
の
申
し
込
み

受
付
開
始

費　用　負　担　額（率）

平成17年度山県市保育園

総事業費　6億8,548万7千円

梅原保育園園児たち

（火）
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お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場

お
知
ら
せ
広
場�
お
知
ら
せ
広
場�

▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
募
集
戸
数

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
一
戸

3
L
D
K
（
七
九
・
二
三
㎡
）

▼
家
賃

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

四
万
五
千
円
〜
七
万
円

▼
入
居
者
資
格

◎
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
結
婚
予
定
な
ど
）
が
あ
る

こ
と

◎
現
在
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

◎
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◎
政
令
で
定
め
る
所
得
金
額

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

月
額
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と

▼
入
居
時
期

十
一
月
上
旬
予
定

▼
申
込
方
法

十
月
十
三
日
　
ま
で
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
管
理
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の

「
サ
ン
セ
イ
ス
美
山
」�

　
　
　
　
　
　
　
入
居
者
募
集�

「
あ
し
た
の
会
　
自
然
の
家�

  

第
八
回
感
謝
祭
」
の
ご
案
内�

10月 8 日（日） 第15回連盟杯たかとみバレーボール大会

10月 9 日（祝） バレーボール連盟会長杯小学生大会

10月15日（日） 市バレーボール連盟岐阜地区選手権大会

10月21日（土） スポレク記念ソフトバレーボール大会

10月22日（日） スポレク記念ソフトバレーボール大会

10月25日（水） 第23回県レディースバドミントン大会

10月29日（日） マザーカップ杯バレーボール大会

10月
総合体育館

スポーツイベント

場
合
は
、
条
件
が
同
等
で
あ
れ
ば
抽

選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス

調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

管
理
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課
　
　

22
―

6
8
3
1

テ
ー
マ

〜
地
域
と
自
然
に
感
謝
〜

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
里
芋
の
み
そ
汁
、

菓
子
ま
き
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
日
用

品
バ
ザ
ー
、
飲
食
店
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
で
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

下
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
五
日
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

あ
し
た
の
会
　
自
然
の
家
（
大
桑
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
法
人
　
あ
し
た
の
会

27
―

0
0
3
0

第26回 岐阜矯正展

日時 10月14日　
9：30～16：00

場所 岐阜刑務所（岐阜市則松）

主催 岐阜刑務所

内容 桜　ゆみ歌謡ショ－
パネル展示
刑務所作業製品展示販売など
刑務所内（一部）見学

（先着順にて整理券配布）

問い合わせ先 岐阜刑務所 058-239-9821

10月下旬から
伊自良湖水抜き始めます

洪水吐
こうずいばき

の補修を行います。補修にあたっ
ては、湖の水を全て抜きます。ご迷惑をお
かけしますがご協力ください。

落水期間 10月下旬（農作業終了後）～
平成19年3月末

問い合わせ先 農林課　　22 - 6829

（土）

（金）

（日）
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結
婚
を
希
望
さ
れ
る
独
身
の
皆
さ
ん

を
対
象
に
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
大
橋
清
朗
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
男
女
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ど
な
た
で
も
聞
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

十
一
月
十
二
日
　

午
前
十
時
〜

▼
場
所

花
咲
き
ホ
ー
ル
・
伊
自
良
湖

▼
内
容

大
橋
清
朗
先
生
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
・
会
食
・
ぷ
ち
デ
ー
ト
タ
イ
ム

▼
参
加
資
格

男
性

四
十
五
歳
位
ま
で
の
市
内
在

住
、
今
後
市
内
に
住
む
予
定
の
独
身

の
人

女
性

四
十
五
歳
位
ま
で
の
独
身

の
人

▼
募
集
人
員

各
十
五
人

▼
参
加
費

五
百
円

▼
申
込
期
限

十
月
二
十
五
日
　

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
社
会
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
相
談
室

杉
山
相
談
員
　
55
―

2
6
1
6

社
会
福
祉
課
　
22
―

6
8
3
7

成
人
式
開
催
の
お
知
ら
せ�

障
害
者
補
装
具
等
制
度
の
改
正�

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
交
流
会�

平
成
十
九
年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

平
成
十
九
年
一
月
七
日
　

午
前
九
時
三
十
分

▼
場
所

美
山
中
央
公
民
館

▼
対
象
者

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日

〜
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
人

※
学
業
お
よ
び
就
職
な
ど
の
都
合
に
よ

り
、
市
外
に
住
所
登
録
が
あ
る
人
で
、

山
県
市
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ

る
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
　

22
―

6
8
4
5

十
月
か
ら
、
自
己
負
担
額
が
変
わ
り

ま
す
。

補
装
具
、
日
常
生
活
用
具
等
交
付
時

に
、
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
額
が
あ

り
ま
し
た
が
、
十
月
か
ら
、
補
装
具
、

日
常
生
活
用
具
等
の
一
割
が
自
己
負
担

額
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
年
金
証
書
の

提
示
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課

22
―

6
8
3
7

何よりも放火をされない環境をつくることが大切
です。
自分の家のまわりをもう一度確認してみましょう。 消防本部　　南消防署　 22－0119

北消防署　 55－2119

“我が家を放火火災から守ろう”
近年、放火による火災が出火原因の第1位となっています。
我が家を放火火災から守るため、次のことに注意しましょう。

・家のまわりに燃えやすい物を置かない。

・ゴミは収集日の朝に出す。

・空き家、車庫、物置には鍵をかける。

・夜間、家のまわりはできるだけ明るくする。

・家を空ける時には近所に声をかける。

・地域ぐるみで放火対策に取り組む。

（日）

（日）

（水）
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　市内にお住まいの人を対象に秋の寄せ植え教室を開催します。皆さんのご参加をお待ちいたし
ております。�
　参加希望の人は、往復ハガキでお申込みください。�
　今回の定員は午前・午後とも各30人です。応募者多数の場合は抽選により決定させていただき、
結果は返信用のハガキにてお知らせします。なお、1世帯1通の応募とします。�

●テ ー マ 「秋の玄関を飾る寄せ植え」�
●開 催 日 10月31日（火）�
●開催時間 （午前の部）午前10時～11時30分�
 （午後の部）午後1時30分～3時�
●開催場所 美山中央公民館　1階　ロビー�
●参加費用 2,000円（材料費）�
●申込締切 10月25日（水）必着�
●申込方法 往復ハガキに下記事項を記入して、�
 〒501-2192　山県市高木1000番地1　山県市役所　総務課内�
 山県市「花の都ぎふ」運動推進協議会へ申し込んでください。�
 【往信裏面】 ①郵便番号　②住所　③名前　④電話番号　⑤午前か午後の希望�
 【返信表面】 ①郵便番号　②住所　③名前�
●問い合わせ先　総務課　  22－6820�
　※ご応募いただきましたハガキにつきましては、選考のため以外には使用いたしません。�

日
ご
ろ
の
介
護
、
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

市
内
在
住
で
在
宅
介
護
に
携
わ
っ
て

い
る
人
を
対
象
に
介
護
者
の
集
い
を
開

催
し
ま
す
。

▼
行
き
先

な
ば
な
の
里
（
桑
名
市
）

▼
日
時

十
月
十
七
日
　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

▼
行
程

出
発
　
桜
美
寮
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

午
前
九
時

市
役
所
　
午
前
九
時
二
十
分

帰
着
　
市
役
所
　
午
後
四
時
三
十
分

桜
美
寮
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

午
後
四
時
五
十
分

▼
参
加
費

千
五
百
円
（
入
場
料
・
千

円
分
は
飲
食
な
ど
の
ク
ー
ポ
ン
）

▼
募
集
人
数

先
着
十
六
人

▼
申
込
先

桜
美
寮
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

36
―

2
0
1
3

▼
行
き
先

岡
崎
公
園
　
三
河
の
菊
ま

つ
り
（
岡
崎
市
）

▼
日
時

十
月
二
十
四
日
　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
五
十
分

▼
行
程

出
発
　
美
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
前
九
時

介
護
者
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ�

電
子
入
札
受
注
者
説
明
会
の�

開
催
に
つ
い
て�

市
役
所
　
午
前
九
時
二
十
分

帰
着
　
市
役
所
　
午
後
四
時
三
十
分

美
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

午
後
四
時
五
十
分

▼
参
加
費

五
百
円
（
昼
食
代
込
み
）

▼
募
集
人
数

先
着
二
十
八
名

▼
申
込
み
先

市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

52
―

2
8
0
0

市
で
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
電
子

入
札
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。

十
二
月
か
ら
発
注
す
る
一
部
の
建
設

工
事
な
ど
の
入
札
に
つ
い
て
、
電
子
入

札
を
試
行
す
る
た
め
、
登
録
事
業
者
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

十
月
十
八
日
　

午
後
一
時
三
十
分
〜

（
開
場
午
後
一
時
）

▼
場
所

市
役
所
三
階
　
大
会
議
室

▼
対
象

平
成
十
八
年
度
山
県
市
入

札
参
加
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

「
建
設
工
事
」「
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
委
託
」
業
者

※
「
物
品
」
の
業
者
は
、
電
子
入
札
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　
　

22
―

6
8
2
0

（火）
（火）

（水）
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小
さ
な
命
を
授
か
っ
た
マ
マ
に
は
、

パ
パ
の
思
い
や
り
が
大
切
。
二
人
で
生

ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
心
の
準
備

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
友

達
を
つ
く
り
に
来
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

十
月
二
十
二
日
　

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
婦
・
育
児
の
体
験
や
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

十
月
十
八
日
　
ま
で
に
、
電
話
に
て

健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
課
　
　

22
―

6
8
3
9

市
観
光
協
会
で
は
、
山
県
市
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
親

子
・
カ
ッ
プ
ル
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
多
数

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
日

十
一
月
十
八
日
　

マ
マ
パ
パ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内�

「
今
が
旬
　
連
柿
づ
く
り
体
験�

 

ツ
ア
ー
」
の
参
加
者
募
集�

！�

▼
参
加
費

三
千
円
（
体
験
料
・
食

事
代
な
ど
）

▼
内
容

伊
自
良
の
連
柿
づ
く
り
体

験
、
甘
南
美
寺
で
の
座
禅
体
験
、
紅

葉
観
賞
な
ど
。

▼
応
募
方
法
・
締
切

往
復
は
が
き
に

て
十
一
月
八
日
　
必
着

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
観
光
協
会
事
務
局
（
産

業
振
興
課
内
）

22
―

6
8
3
0

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
取
引
・
証
明

に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査

を
行
い
ま
す
。

＊
は
か
り
（
付
属
品
を
含
む
）、
手
数

料
（
岐
阜
県
収
入
証
紙
）
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
岐
阜
北
農
協
伊
自
良
支
店

十
月
二
十
四
日
　

午
前
十
時
〜
正
午

◎
岐
阜
北
農
協
美
山
支
店

十
月
二
十
五
日
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

◎
高
富
公
民
館

十
月
二
十
六
日
　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　

22
―

6
8
3
0

伊自良図書館・高富中央公民館図書室・みや
まジョイフル倶楽部図書室では、文集「石楠花
（しゃくなげ）」を発刊します。激動の時代に生
き、さまざまな人と人との絆で育む人生ドラマ、
過ぎし日の想い出、人の温もりをこの文集に刻
んでみませんか。

発刊予定 平成19年3月下旬
応募要領 B5判に2段の縦書きで2枚程度

タイトル、内容は自由（感想文・童
話・詩・俳句など）
手書き（鉛筆は不可）、パソコン、
ワープロで作成、イラストを入れて
も可

伊自良図書館・高富中央公民館図書室・みや
まジョイフル倶楽部図書室へ郵送または持参

応募締切 12月16日（土）

・郵送・問い合わせ先
〒501-2121 山県市大門850番地65

伊自良図書館　　36－3339

主催　文化祭実行委員会

11月4日（土）午前9時～午後5時
11月5日（日）午前9時～午後3時

場　　所 伊自良中央公民館
内　　容 作品展示

サークル 俳句教室A・B、伊自良
短歌教室、水墨画、伊自良読書教室、
華道A、手編み教室、小品盆栽教
室、山野草教室、水墨画・絵画教室、
グラウンドゴルフ教室、伊自良陶芸
サークル

講　　座 歴史学習、ふれあい講座10地区
いきいき足もみ健康法

伊自良地域の保育園児、小中学校児童生徒の
作品、伊自良苑、桜美寮、山県グリーンビレッ
ジ、山県グリーンポートからの作品、一般募集
作品
文化作品などを募集します。

募集期間 10月3日（火）～10月20日（金）
間い合わせ先 伊自良中央公民館　　36－3355

文集原稿募集�文集原稿募集�

は
か
り
定
期
検
査
の
お
知
ら
せ�

（日）

（水）

（土）

（水）
（火）（水）（木）
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伊自良川左岸側の図書館・美術館・民俗資料館などと右岸側の花
咲きホールや古田紹欽記念館とを一体的に結び、市民の皆さんが集
う文化ゾーンとしての利便性を図るための連絡（歩道）橋整備を進
めています。
市の文化の拠点として、市民の皆様に愛され、文化ゾーンのシン

ボル的な連絡橋として親しまれるよう愛称（名称）を募集します。

募集の要領・応募方法

官製はがき・FAX又は電子メールにて、住所、氏名、年令、電話番
号を明記のうえ応募してください。（1人1作品のみ）
名称には必ずふりがなをつけてください。
名称の文字は、ひらがな、漢字、カタカナのいずれかで表記のこと

選定方法 選定委員会において決定
締め切り 10月31日（火）〈当日消印有効〉

〒501-2192 山県市高木1000番地1
山県市教育委員会文化課

入賞者の発表は、広報・CCYで行います。
問い合わせ先 文化課　　22-6846 22-6851

メール　bunka＠city.gifu-yamagata.lg.jp

南泉寺�

高富G.C

大桑小�

至板取�

桜尾小�

山県市役所�サークルK

岐阜国際C.C

岐北�
厚生病院�

岐阜北警察署�

長良橋� 長良川�

鳥羽川�

高富第一トンネル�

金華橋�

忠節橋�鏡島大橋�

JR東海道本線�

至
関
市�

至
本
巣�

四国山�
香りの森公園�

山県警察署�

岐阜駅�

157

256

256

鵜飼い大橋�

ココ�
オープンを記念して、利用された人には

「ききょう」の球根を差し上げます。

営業時間 8:30～18:00 定 休 日 水曜日
問い合わせ先 農林課　　22－6829

■連絡橋の概要
所 在 地　山県市洞田・大門地内
内　　容　形式　単弦ロ－ゼ桁橋
橋　　長　35m
有効幅員　3m
歩道部分　木版
橋 の 色　赤茶色　

先着
1,000人

山県市 農産物直売所
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日　　時

10月12日　
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

リズムに乗って
ドンドンドン

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

10月26日　
午前10時～

グリ－ンプラザ
みやまコテ－ジ村

遠足

日　　時

10月13日　
午前10時～

会　　場

四国山
香りの森公園

内　　容

遠足

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

10月20日　
午前10時～

高富中央公民館
赤ちゃん
マッサージ

日　　時

10月13日　
午前10時～

会　　場

伊自良老人
福祉センター

内　　容

紙ねんどあそび

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

10月27日　
午前10時～

伊自良老人
福祉センター

自分を見つめる

日　　時

10月6日　
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

アロマで
リラックス

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

10月13日　
午前10時～

四国山
香りの森公園

遠足

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。

●対　象 子育てにかかわる人どなたでも
※託児あります

●日　時 10月18日（水）午前10時～

●会　場 桜尾公民館

●テーマ 「感謝の心は人間関係の根本」

10月の家庭教育講座

子育てママの学びと交流を目的とし
て、子育て教室などが開催されます。
みんなで楽しく子育てしましょう。
どなたでも参加できます。

会場　高富中央公民館　図書室　
日時　10月14日　　午前10時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場　伊自良図書館　
日時　10月07日　　午後2時～

10月14日　　午後2時～
10月21日　　午後2時～
10月28日　　午後2時～

問い合わせ先　伊自良図書館　　　36―3339

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　10月07日　　午前10時～
日時　10月20日　　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55―2608

会場
日時

問い合わせ先

問い合わせ先

会場

日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室

わくわくランド

おはなしピーチク読み聞かせ

参加者の対象に合わせて本の
読み聞かせをします。
小さい子はママと一緒に来てね。

会場

日時

問い合わせ先

山県市教育委員会　生涯学習課　　22―6845

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

（土）

（土）
（土）
（土）
（土）

（金）

（土）

（金）

（金）

（金）

（金）

（木）

（木）

（金）

（金）
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10月�
市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょ市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！う！�市内の小学生だれでも参加できます。一緒にあそびましょう！�

持　　　　ち　　　　物

ハンカチ・お茶

高富児童館　　22-4750
定員行　　事　　名

ジュニアリーダーと遊ぼう
時　間曜日日

10:00～11:307 日 土
ハンカチ・お茶将棋クラブ09:30～11:008 日 日

ハンカチ・お茶将棋クラブ09:30～11:0022日 日
しきし1枚・ハンカチ・お茶10人切り絵09:30～11:3021日 土

材料費500円・はさみ・花器（小鉢）・ハンカチ10人アレンジフラワー10:00～11:0028日 土

材料費300円・エプロン・タオル（食器拭き用）・
ビニール袋・お茶・三角巾15人お菓子作り

（高富公民館集合・解散）13:15～15:3014日 土

持　　　　ち　　　　物

材料費300円・タオル・お茶

子どもげんきはうす　　23-2323
定員

12人
行　　事　　名

香り石けん作り
時　間曜日日

10:00～11:307 日 土
材料費50円・ハンカチ・お茶15人入浴剤を作ろう09:30～11:3014日 土

材料費300円・タオル・お茶・タッパー・エプロン
三角巾15人パン教室

（富岡公民館集合・解散）09:00～11:3021日 土

しきし1枚・お茶・汚れても良い服装10人切り絵教室09:30～12:0028日 土

行　　　　　　　事

野菜版画遊びとわらべうた遊び
持ち物：お茶・タオル

子どもげんきはうす　　23-2323
ク　　ラ　　ス

いちごクラブ（1歳児）

時　間曜日日

10:30～11:3024日 火

ドーキンズ美香先生と親子エアロビを楽しもう
持ち物：帽子・タオル・お茶めろんクラブ（2歳児）10:30～11:3025日 水

行　　　　　　　事

高富保育園の園庭であそぼう
（雨天：児童館にてリズムあそび）
持ち物：お茶・タオル・帽子

高富児童館　　22-4750
ク　　ラ　　ス

ピヨピヨクラブ（1歳児）

時　間曜日日

10:30～11:304日 水
ケロケロクラブ（2歳児）

《10月の出前児童館のご案内》 ◆場　所 伊自良支所内　　36-3301
◆時　間 午前10時00分～午前11時30分
◆開　館 毎月第2・第4の木曜日

（祝日の場合は翌日）

◆問い合わせ先 ＊子どもげんきはうす
（子育て支援センター） 23-2323
＊高富児童館 22-4750
＊社会福祉課 22-6837

12日（木）

楽しいミニ運動会

26日（木）

キャラクターの

おりがみ遊び

◆参加者は、10月1日午前9時より申込受付を開始します。（電話での受付もできます。）
※定員になり次第締め切らせていただきます。 ※くわしいことは各施設におたずねください。

日　　時：18日（水）10:30～13:30
場　　所：ファミリーパーク（雨天:中止）

集合場所：乗り物チケット売場
持 ち 物：お弁当・お茶・帽子・ベビーカー・各自必要なもの
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10月の�

～11月5日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出をさ
れた、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、掲載
をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡ください。

高　富

東深瀬

高　木

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

8月届出分

高　富

東深瀬

西深瀬

梅　原

赤　尾

大　桑

小　倉

笹　賀

高　富

佐　賀

東深瀬

西深瀬

高　木

椎　倉

伊佐美

大　桑

松　尾

片　原

原

谷　合

徳　永

笹　賀

相　戸

岩　佐

3 0 , 9 8 9 人（－33人）

男　 1 5 , 1 9 2 人（－20人）

女　 1 5 , 7 9 7 人（－13人）

世 帯 数　 0 9 , 9 9 3 戸（＋05戸）

前月比

人口の動き（平成18年9月1日現在）

22日
缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

5日
（11月2日） 24日

25日

18日

19日

12日
13日

16日
17日

26日

27日
30日

3日
（11月2日）

2日
（11月1日）

3日
（11月2日）

4日

5日

19日

20日

17日

23日

17日

16日

26日

24日

26日

27日

6日
（11月3日）

9日

10日

7日
（11月4日）

11日

10日

12日

14日

21日

18日

18日

13日

4日
（11月1日） 10日

11日3日

2日

8月の来庁者　8人

●場　所 市役所　徴収対策室
●時　間 午後9時まで
●問い合わせ先 徴収対策室　　22－6843

税金は納期限までに納めましょう
8月末までの差押件数………21件

「夜間納付窓口」および
「夜間納税相談窓口」開設日

今月は25日（水）です
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▼
9
・
12
集
中
豪
雨
災
害
か
ら
三
十
年
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
だ
っ
た
自
分
は
、
消

防
団
の
人
に
守
っ
て
い
た
だ
け
る
の
が
当

た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
防

災
訓
練
に
参
加
し
、
他
人
任
せ
で
は
い
け

な
い
と
実
感
。「
こ
こ
ま
で
救
助
に
来
て

も
ら
え
る
の
は
、
何
時
間
後
に
な
る
の
だ

ろ
う
」
と
不
安
に
な
っ
た
。
日
ご
ろ
か
ら

の
心
構
え
が
大
切
と
思
い
つ
つ
、「
何
と

か
な
る
だ
ろ
う
」
の
安
易
な
考
え
を
捨
て
、

初
期
消
火
、
救
急
講
習
な
ど
に
参
加
し
災

害
に
備
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
桐
）

▼
2
0
0
6
ト
リ
ノ
五
輪
カ
ー
リ
ン
グ
日

本
女
子
代
表
の
小
野
寺
歩
さ
ん
と
林
弓
枝

さ
ん
の
講
演
を
聴
き
ま
し
た
。
仲
間
と
の

強
い
絆
や
情
熱
、
夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
す

る
力
、
お
二
人
の
話
は「
が
ん
ば
れ
」と
私

に
パ
ワ
ー
を
く
れ
ま
し
た
。
（
初
ち
ゃ
ん
）
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上
で
特
別
な
遺
物
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

採
集
さ
れ
た
丸
鞆
は
、
黒
色
系

の
半
艶
消
し
状
態
で
一
部
欠
損
し

て
い
ま
す
が
、
裏
面
に
は
二
孔
一

対
の
穴
が
穿う

が

た
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
金
属
線
を
潜
ら
せ
て
、
直
接
帯

に
付
け
る
構
造
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
官
人
の
位
階
に
つ
い

て
は
、
石
■
の
大
き
さ
か
ら
検
討

が
成
さ
れ
て
お
り
、
官
人
の
位
階

が
五
位
以
上
と
六
位
以
下
で
区
別

さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
中
で
、

六
位
以
下
の
位
階
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

地
表
面
で
採
集
さ
れ
た
遺
物
で

あ
る
た
め
、
こ
の
地
域
と
郡
衙
関

連
施
設
の
存
在
を
特
定
す
る
に
は

至
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
付
近
に

存
在
す
る
栢
野
中
東
古
墳
や
蛸た

こ

田だ

古
墳
群
と
の
関
連
性
を
含
め
、
こ

の
地
域
と
郡
衙
関
連
施
設
も
し
く

は
そ
う
し
た
政
治
的
機
能
を
有
す

る
人
物
な
い
し
集
団
と
の
、
何
ら

か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

平
城
京
を
都
と
し
た
奈
良
時
代

（
七
一
〇
年
〜
七
八
四
年
）
は
、

律
令
制
度
の
盛
期
を
迎
え
、
平
安

京
を
都
と
し
て
か
ら
鎌
倉
幕
府
成

立
ま
で
の
平
安
時
代
（
八
世
紀
末

〜
十
二
世
紀
末
）
に
な
る
と
、
律

令
制
度
か
ら
荘
園
へ
展
開
し
て
い

き
、
律
令
国
家
の
基
礎
は
徐
々
に

解
体
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

政
治
的
な
権
力

が
朝
廷
に
あ
り
、

武
士
へ
と
変
遷
し

て
い
く
以
前
の
こ

の
時
代
、
現
在
の

市
域
は
、
ど
の
よ

う
に
統
治
さ
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う

か
。地

方
行
政
単
位

で
あ
る
「
郡
」
を

統
治
す
る
役
所
は

「
郡ぐ

ん

衙が

」
と
い
い

ま
す
が
、
現
在
ま

で
に
そ
の
機
能
を

有
す
る
施
設
の
存

在
や
、
そ
れ
に
関

連
し
た
人
物
な
い
し
集
団
に
つ
い

て
、
全
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

平
成
十
五
年
に
大
桑
栢か

や

野の

地
内

（
旧
高
富
町
）
の
畑
地
で
、
石せ

き

■

の
丸ま

る

鞆と
も

が
一
点
採
集
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
律
令
官
人
が
腰
帯
の
装

飾
品
と
し
て
使
用
し
た
石
製
品
で

あ
り
、
当
地
域
の
歴
史
を
考
え
る

〜
後
生
へ
の
贈
り
物
〜

律
令
官
人
の
面
影
「
奈
良
・
平
安
時
代
」

採集された石丸鞆（平成15年度）

一
つ
の
遺
物
が
、
律
令
官
人
の

面
影
を
語
り
か
け
て
く
る
よ
う
に
、

私
た
ち
の
身
近
に
は
、
先
人
た
ち

が
構
築
し
、
連
綿
と
伝
え
ら
れ
保

護
さ
れ
て
き
た
文
化
的
遺
産
が
、

数
多
く
残
存
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
が
語
り
か
け
て
く
る
、
歴
史
や

そ
の
大
切
さ
を
見
つ
め
る
こ
と
は
、

と
て
も
意
義
深
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

①
律
令
制
度

律
は
刑
法
、
令
は
行

政
法
に
相
当
す
る
、
奈
良
時
代
を
中

心
に
行
わ
れ
た
中
央
集
権
国
家
統
治

の
た
め
の
基
本
法
典
。

②
荘
園

八
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に

わ
た
る
、
貴
族
や
寺
社
な
ど
の
私
的

な
領
有
地
・
経
済
制
度
。

表面 裏面 欠損部断面

か

石帯と石丸鞆（イメージ図）


